
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

（
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
自
治
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
一
条
の
七
の
二
第
六
号
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
六
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
七
」
に
改
め
、
同
条

第
七
号
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
七
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
八
」
に
改
め
る
。

（
自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

自
動
車
重
量
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
自
治
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
五
項
中
「
東
京
都
三
宅
村
」
を
「
福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、

双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び
に
相
馬
郡
飯
舘
村
」
に
、「
平
成
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
」
に
、「
平

成
十
七
年
度
」
を
「
平
成
三
十
二
年
度
」
に
、「
同
村
」
を
「
当
該
市
町
村
」
に
、「
、
平
成
七
年
」
を
「
、
平
成
二
十

二
年
」
に
、「
平
成
十
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
平
成
七
年
九
月
三
十
日
」を「
平

成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

第
十
七
号
様
式
別
表
の
表
中
「扶

養
親
族
等

」
を
「扶

養
親
族

」
に
改
め
、
同
様
式
別
表
記
載
要
領
８

を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。


配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
が
い
る
場
合

配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者
の
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
氏
名
の
後
に
は
（
配
特
）
と

記
載
し
、
当
該
配
偶
者
が
国
外
に
居
住
す
る
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
旨
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

第
十
七
号
様
式
別
表
記
載
要
領
９

中
「当

該

」
を
削
り
、
同
表
記
載
要
領
９

中
「若

し
く
は
第
５
項

」
を

「、
第
５
項
若
し
く
は
第
８
項

」
に
、「同

条
第
５
項

」
を
「同

法
第
41条
第
５
項
又
は
第
41条
の
３
の
２
第
18項

」

に
改
め
、
同
表
記
載
要
領
９

中
「若

し
く
は
第
５
項

」
を
「、

第
５
項
若
し
く
は
第
８
項

」
に
改
め
、
同
表
記
載

要
領
９

中
「又

は
第
５
項

」
を
「、

第
５
項
又
は
第
８
項

」
に
改
め
、
同
表
記
載
要
領
14
中
「扶

養
親
族
等

」
を

「扶
養
親
族

」
に
改
め
、「又

は
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る
配
偶
者

」
を
削
る
。

第
二
十
五
号
の
三
様
式
（
裏
面
）
５
中
「異

議
申
立
て

」
を
「審

査
請
求

」
に
、「60日

」
を
「３

か
月

」
に
、「決

定

」
を
「裁

決

」
に
改
め
る
。

（
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年
総
務
省
令
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
二
の
四
の
改
正
規
定
中
「
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
、「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
一
条
第
五
号
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
」」を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
」」に
、「
、
第
四
十
八
条
の
九

の
十
」
を
「
、
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
」
に
、「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
八
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十

九
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
中
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
」」を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
」」に
、「
、
第
四
十
八
条
の
九
の
十
」

を
「
、
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
」
に
、「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
八
第
三
項
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
九
第
三

項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
揮
発
油
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
総
理
府
令
第
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
項
中
「
東
京
都
三
宅
村
」
を
「
福
島
県
南
相
馬
市
、
双
葉
郡
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大
熊
町
、

双
葉
町
、
浪
江
町
及
び
葛
尾
村
並
び
に
相
馬
郡
飯
舘
村
」
に
、「
平
成
十
三
年
度
」
を
「
平
成
二
十
八
年
度
」
に
、「
平

成
十
七
年
度
」
を
「
平
成
三
十
二
年
度
」
に
、「
同
村
」
を
「
当
該
市
町
村
」
に
、「
、
平
成
七
年
」
を
「
、
平
成
二
十

二
年
」
に
、「
平
成
十
二
年
九
月
三
十
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
」
に
、「
平
成
七
年
九
月
三
十
日
」を「
平

成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
の
六
の
二
の
改
正
規
定

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
一
日

三

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
第
一
条
の
七
第
二
十
三
号
、
第
九
条
の
八
、
第
十
条
第
六
項
第
一
号
、
第
十
条

の
二
の
二
及
び
第
十
条
の
二
の
三
の
改
正
規
定
並
び
に
同
令
附
則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
後
段
の
改
正
規
定

並
び
に
第
四
条
の
規
定
並
び
に
次
条
第
四
項
の
規
定
及
び
附
則
第
七
条
の
規
定
（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政

手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
四
十
八
号
）

別
表
地
方
税
法
施
行
令
の
項
の
改
正
規
定（「
第
四
十
八
条
の
九
の
九
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
四
十
八
条
の

九
の
十
」
を
「
第
四
十
八
条
の
九
の
十
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
四
十
八
条
の
九
の
十
一
」
に
改
め
る
部
分

に
限
る
。）に
限
る
。）
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日

四

附
則
第
七
条
の
規
定
（
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
別
表
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
項
の
改
正
規
定（「
附
則
第
十
五
条

第
九
項
」
を
「
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
、
第
五
項
、
第
八
項
及
び
第
十
一
項
（
同
条
第
八
項
及
び
第
十
一

項
に
つ
い
て
は
附
則
第
八
条
の
二
の
二
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
第
七
百
三
十
四
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
九
条
第
十
八
項
、
第
九
条
の
二
の
二
第
二
項
、
第
十
五
条
第
九
項
」
に
改

め
る
部
分
に
限
る
。）に
限
る
。）
地
域
再
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

号
）

の
施
行
の
日

五

第
一
条
中
地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
六
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
三
十
五
項
の
改
正
規

定
、
同
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
三
十
四
項
を
同

条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
三
十
二
項
を
同
条
第

三
十
五
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
三
十
一
項
の
改
正
規
定
（
第
四
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。）、
同
項
を
同
条

第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
二
十
九
項
の
改
正
規
定
、

同
項
を
同
条
第
三
十
二
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
二
十
八
項
の
改
正
規
定
、同
項
を
同
条
第
三
十
一
項
と
し
、

同
条
第
二
十
四
項
か
ら
第
二
十
七
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
る
改
正
規
定
、
同
条
第
二
十
三
項
の
改
正
規
定

（「
附
則
第
十
一
条
第
九
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
十
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、
同
項
を
同
条
第
二
十

六
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
二
十
二
項
の
改
正
規
定
、
同
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条

第
二
十
一
項
の
改
正
規
定
、
同
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
二
十
項
の
改
正
規
定
、
同
項

を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
る
改
正
規
定
、
同
条
第

十
五
項
を
同
条
第
十
八
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
十
四
項
を
同
条
第
十
七
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
十

三
項
を
同
条
第
十
六
項
と
す
る
改
正
規
定
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
九
項
か
ら
第
十
一

項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り
下
げ
る
改
正
規
定
、
同
条
第
八
項
の
改
正
規
定
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
項
の

次
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
条
第
七
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定

流
通
業
務
の
総
合
化
及

び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

（
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
の
三
の
三
第

三
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
（
昭
和
四
十

年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
等
に
係
る
地
方
税
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四

十
五
条
の
三
の
二
第
一
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
又
は
法
第
四
十
五
条
の
三
の

二
第
二
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
規
則
第
二
条
の
三
の
六
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
以
後
に
支
払
を
受
け

る
べ
き
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
二
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
一
項
及
び
第
三

百
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
（
法
第
四
十
五
条
の
三
の
三
第
二
項
及
び
第
三
百
十
七
条
の
三
の

三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
る
も
の
を
含
む
。）を
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３

新
規
則
第
二
条
の
五
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下「
施
行
日
」と
い
う
。）

以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
法
第
五
十
条
の
二
及
び
第
三
百
二
十
八
条
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
に
係
る
法
第
五
十

条
の
七
第
一
項
及
び
第
三
百
二
十
八
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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